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　これからの社会は、私たちの想像を遙かに超えた速度でグローバル化、情報化
（AI・IoT）が進むなど、Society5.0の社会を迎えようとしています。特に最近の
生成AIに代表される身近なAI技術の発展は、学校教育にも大きな影響を与えてお
り、技術の進展とともに社会が急激に変化する中で、新しい時代への学校教育が
求められています。
　そのような社会の変化に対応し、賢く、そして逞しく生き抜いていくためには、
世界の多くの国々で使われている英語を駆使して自分の意志を伝え、相手の意向
を理解するコミュニケーション能力と、理数分野や芸術分野などへの興味・関心
と知識・技能を深めながら、思考力・表現力・判断力を養い、主体的に行動でき
ることが必要です。そのために、本校では、成瀬グランドデザインに基づき、英
語の４技能（reading、writing、speaking、listening）を確実に伸ばし、その英語
力を実際に活用する海外修学旅行・海外研修旅行や留学生との交流など数多くの
国際教育の機会が設定されています。また、理数分野に関わるさまざまな企業に
訪問し、先端技術を学ぶとともに、講演会、フィールドワーク（野外実習）、大
学の研究室と連携するなどの取組も行っています。さらに、学習指導要領の要で
ある総合的な探究の時間は、「成瀬ＢＢ！プロジェクト」として地域との連携や
大学や企業との連携を図りながら、予測困難な時代の様々な課題と正面から向き合い、他者と協力してあらゆる可能性
を探り、自らの手で未来を創造しようと挑戦することのできる人材の育成に努めています。
　このように成瀬高校は、あらゆる教育活動をとおして、みなさんが「確かな学力」を身につけ、「確かな未来」をつか
むための絶好の環境を提供します。
　ぜひ、みなさんも成瀬高校で、将来の夢の実現に向けて素晴らしい仲間と一緒に、自分を磨き高める充実した３年間
を過ごしてみませんか。

都立成瀬高等学校　グランドデザイン

学習指導要領で求められる３つの能力

学びに向かう姿勢・人間性

海外学校間交流推進校

思考力・判断力・表現力

思考力

自己実現力

自立と責任 主体性

理数研究校
英語教育研究推進校

東京都立成瀬高等学校
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Think Positive !  Be Active !
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学校生活　学習

注１）１学年の「数学Ⅰ」、「論理・表現Ⅰ」、２学年の「数学Ⅱ」、３学年の「論理・表現Ⅲ」で、習熟度別または一部少人数授業を行っています。
注２）３学年の選択科目は、変更の可能性があります。
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　成瀬高校の教育課程は、国公立大学・難関私立
大学の進学に向けた確かな学力を身につけること
ができます。
　１学年では基礎力向上、２学年では地理・歴史、
理科、数学、芸術の選択を実施し、３学年では多
様な選択科目を置いて進路希望に対応します。
　またＩＣＴを活用した授業を多く取り入れてお
り、全校体制でオンライン授業を実施する日も設
けられています。
　新しい学びの形態にも積極的に取り組み、学力
向上を目指しています。

ＳＨＲ	 ８：30	 ～	 ８：40
１校時	 ８：40	 ～	 ９：25
２校時	 ９：35	 ～	 10：20
３校時	 10：30	 ～	 11：15
４校時	 11：25	 ～	 12：10
昼休み
５校時	 12：55	 ～	 13：40
６校時	 13：50	 ～	 14：35
７校時	 14：45	 ～	 15：30
ＳＨＲ・清掃	
部活動・委員会・自習等
下　校	 16：55
※部活動延長による最終下校は18：15

教育課程（令和７年度の予定）

顕微鏡での観察顕微鏡での観察

探究（２年ゼミ活動）探究（２年ゼミ活動）探究（２年発表）探究（２年発表）英　語英　語数　学数　学

探究（２年発表）探究（２年発表）イカの解剖イカの解剖化　学化　学

	 選択日本史	 数学Ｃ
	 選択世界史	 音楽Ⅱ
	 選択化学	 美術Ⅱ
	 選択生物	 書道Ⅱ

	 古文演習	 数学ⅠＡ演習	 生物
	 日本史探究	 数学ⅡＢＣ演習	 生物演習
	 日本史演習	 数学Ⅲ	 幼児教育音楽
	 世界史探究	 化学	 音楽Ⅲ
	 世界史演習	 化学演習	 美術Ⅲ
	 地理探究	 物理
	 政治・経済	 物理演習

	 現代国語演習	 数学ⅠＡ演習
	 漢文演習	 数学ⅡＢＣ演習
	 理系古典演習	 英語演習
	 地理演習	 スポーツⅡ
	 政経演習	 情報Ⅰ演習
	 倫理	 情報Ⅱ
	 化学
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目標および主な進路行事

令和６年度大学入試（令和６年３月末）結果
国公立・大学校

大学名 現役 既卒

東京学芸 2

電気通信 1

山 梨 1

東京都立 3

防衛大学校 1

水産大学校 1

計 9 0

GMARCH

大学名 現役 既卒

学 習 院 4

明 治 11 2

青山学院 9 2

立 教 5

中 央 15 4

法 政 18 2

計 62 10

早慶上理

大学名 現役 既卒

早 稲 田 2

慶應義塾 1

上 智

東京理科 1 1

計 3 2

成成明國武

大学名 現役 既卒

成 蹊 8

成 城 8 1

明治学院 6

國 學 院 8 1

武 蔵 4

計 34 2

日東駒専

大学名 現役 既卒

日 本 36 3

東 洋 17 2

駒 澤 27 3

専 修 29

計 109 8

進路指導

　成瀬高校は各々の進路実現に向け、１学年から３年間かけて進路指導を行っています。
　自分の実力を測るために模擬試験を１学年は年に３回、２・３学年は年に４回実施し、その結果を受けて面談を実施し
ています。１学年から多くのガイダンスや説明会を通して、早い段階から自分の進路実現に向けて動きます。

　１学年では自分の希望進路の模索、２学年では文理選択を行うための学部学科ガイダンスを行うほか、保護者会を通じ
て生徒、教員、保護者の三者で進路実現に取り組みます。３学年では小論文・面接指導など、座学では学べない受験指導
も学校全体で行っています。

１年

２年

３年

自己発見・自己理解と
職業観の育成

自己理解の深化と
進路の具体的研究

進路目標の設定と
目標実現への努力

●スタディサポート
●模擬試験（年３回）
●夏期講習
●冬期講習
●春期講習
●保護者会　など

●大学模擬授業
●模擬試験（年４回）
●小論文模試
●夏期講習
●冬期講習
●春期講習
●保護者会　など

●夏期講習
●冬期講習
●模擬試験（年４回）
●小論文指導
●学校推薦型選抜説明会
●面接ガイダンス
●共通テスト説明会
●三者面談・保護者会　など

高校生活の一つ一つが進路実現に直結　授業と家庭学習　行事・講習への積極的参加が成高スタイル
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44期　土岐　果蓮
（町田市立南大谷中学校卒業　茶道部　生徒会監査委員会副委員長）

44期　國重　智正
（町田市立真光寺中学校卒業　生物部　図書委員会）

44期　新　　亜子
（町田市立真光寺中学校卒業　美化委員会　文化本部幹部）

44期　渡部　宵理子
（町田市立南大谷中学校卒業　吹奏楽部　アルバム委員）

44期　青山　桜菜
（町田市立南中学校卒業　バドミントン部）

44期　植木　俊太
（町田市立成瀬台中学校卒業　陸上競技部部長　体育本部本部長）

44期　徳丸　実央
（町田市立町田第一中学校卒業　硬式テニス部）

44期　野中　大輝
（町田市立小山中学校卒業　サッカー部　生徒会議長団書記・議長）

立教大学　観光学部　交流文化学科

明治大学　理工学部　機械工学科

青山学院大学　コミュニティ人間科学部　コミュニティ人間科学科

東京学芸大学　教育学部　教育支援課程　カウンセリングコース

昭和女子大学　食健康科学部　管理栄養学科

早稲田大学　文学部　文学科

山梨大学　工学部　工学科　機械工学コース

法政大学　経済学部　国際経済学科

「成長できるチャンス」
　私は高校生活では勉強はもちろん、部活動や海外交流イベントに積極
的に取り組んでいました。海外交流イベントにはオーストラリアで現地の学
校の人と交流したり、ホームステイを体験したりするものや、オンラインで
海外の高校と交流するイベントがあり、他の国の文化を楽しく学びながら、
英語を話す練習ができました。
　また、各教科の学習面では、普段の授業だけでなく、夏期講習や冬期
講習を受講して理解を深めていました。
　成瀬高校には成長につながるイベントがたくさんあります。また、一人一
人が成長できるようにサポートしてくれる先生方がたくさんいるので、その
良い環境を積極的に活用し、充実した高校生活を送ってください。

「興味を持つこと」
　充実した生活をするためには毎日の些細なことにも全力で取り組み、
同時に楽しむことが大切だと思います。そのためにまずはあらゆる事
に興味を持ってみましょう。授業で学ぶことや部活動に関すること、
元々興味があったことなど、何でもよいと思います。もし気になるこ
とを深めていくうちに分からないことが出てきた場合には、高校の先
生に聞くこともできます。高校には専門性の高い先生が多いので、積
極的に質問してみましょう。実際、部活動では顧問の先生と話すとい
ろいろな面白い話を毎回聞くことができ、成瀬高校の生物部に入って
良かったなと思っています。
　ですが、高校生活は楽しいことばかりではありません。ぜひ目の前
のことに真剣に向き合い、充実した高校生活を送ってください。

「成高最高」
　私は成瀬高校３年間、良い友達と先生に恵まれ、毎日楽しく過ごす
ことができました。成高生はそれぞれの目標に向かって頑張る人が多
いです。部活や勉強、行事など、やりたいことを思い切りできるのが
成瀬高校の良さだと思います。私はずっとやりたかった文化祭実行委
員をしながら勉強も頑張り、希望の進路を実現もすることができました。
　高校生になったら、勉強も行事も青春も全て自分からどんどんチャ
レンジして楽しみましょう！人生の中のたったの３年間ですが、私は
この成瀬高校でしたこと全てが最高の思い出になっていますし、入っ
てよかったと心から思います。
　ぜひ、成瀬高校に入って楽しい高校生ライフを過ごしてください！
成高最高！

「出会えたこと」
　私は高校で素敵な仲間に恵まれ、充実した３年間を送ることができました。
特に部活動では様々な経験をすることができ、幹部として部活動に貢献でき
ることが私のやりがいでした。有観客での定期演奏会を再開させられたのは、
一緒に頑張った部員の仲間や後輩達だけでなく、顧問の先生やコーチの先生
など、支えてくれた方々のおかげです。受験期でも私は友人にとても支えら
れました。私はあまり勉強が好きではなく、模試でもE判定ばかりで、何度
も諦めようと思いました。それでも友人と共に励まし合い、先生方に応援し
ていただき、無事に第一志望に合格することができました。部活動の仲間や
後輩、友人や先生方に出会えたことにとても感謝しています。
　高校生活はあっという間です！ぜひ成瀬高校で、すばらしい仲間達と、楽
しい３年間を全力で過ごしてください！

「挑戦することの大切さ」
　私は高校生活の中でなかなか勇気が出ず、やってみたいことがあっ
ても怖いなと思いやらなかったことが多かったです。でも、あるとき
やりたいと思ったことに勇気を出し、挑戦してみました。いい結果で
はありませんでしたが、「挑戦してよかった」と思いました。大学受験
でも志望校のレベルが自分の能力より上であったり、倍率が高かった
りして怖い思いもあり、挑戦するのをやめようかなと何度も思いまし
た。でも、挑戦しました。挑戦したからこそ今の自分がいると思います。
挑戦することによっていろいろなことが得られました。
　高校生活でやりたいと思ったことがあれば、挑戦してみてください。
たとえ望んだ結果にならなくても、挑戦して良かったと思えるはずで
す。怖がらず、少し勇気を出してみてください！

「私の高校生活」
　私が高校生活で意識していたことはメリハリをつけた行動をすると
いうことです。私は２年生の時に陸上部部長として部を引っ張り、３
年生の時には体育本部長として体育祭運営を頑張りました。そのため
受験勉強を本格的に始めたのは３年生の６月頃でした。受験勉強を本
格的に始めたのはかなり遅めでしたが、２年生の時からメリハリをつ
けて行動していたので、上手く勉強に切り替えることができ、早稲田
大学、東京都立大学などの難関大学に合格することができました。高
校生になると中学校の時より自由度が上がると思うので、自分から積
極的に物事に取り組むことが大切だと思います。限られた時間の中で
充実した高校生活を送れるように頑張ってください！

「目標に向かって」
　私はものづくりに興味があったため、理系に進もうと考えました。
しかし物理でつまずき、３年生の１学期は授業についていけず、クラ
ス最下位争いをするほどでした。他に興味のあるものがなかったので、
苦手意識を無くすことを目標に取り組み、なんとか受験までに間に合
わせることができました。それでも受験に対する不安は払拭されず、
全部落ちてしまったらどうしようと考えてしまうことが多々ありまし
た。そんな時支えてくれたのは周りの友達や先生方でした。最後まで
頑張れたのは、先生が補講や出願の際に相談に乗ってくださり、受験
への不安を和らげてくれたおかげです。成瀬高校にはサポートしてく
れる先生方や、楽しい思い出を一緒に作れる友達がいます。ぜひ、高
校生活を楽しんでください。

「大学受験で失敗しないために」
　大学受験を失敗しない為にやるべき事などを紹介します。まず大事なのが普段
の学校の授業をしっかり受けるということです。休まず毎日学校に行きしっかり授
業を受けることで、知識がつくことはもちろん、忍耐力もつきます。学校の授業で
は教わる内容以外にもたくさん得るものがあります。受験勉強やその後の人生で
役に立ちます。
　そして、諦めないことです。受験勉強している中で周りとの差を感じやすくなっ
たり、成績が伸びず苦しい思いをすることが多くあると思います。しかし、それで
も少しずつ周りよりも努力すれば、報われる可能性が高くなると思います。高校で
は部活動や文化祭、体育祭などたくさん楽しいことがあると思います。それらを全
力で楽しむことも大事ですが、勉強も忘れずに頑張ってください。皆さんの周りに
は支えてくれる家族や友人、先生がいます！ぜひ成瀬高校で頑張ってください！

卒業生の声
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東京都指定３事業

　令和３年度より本校は「英語教育研究推進校」に指定されています。ＪＥＴプ
ログラムにより来日した教員２名を活用し、英語４技能の伸長と外部検定試験の
受験促進を図るとともに、生きた英語を学ぶ環境を一層充実させていきます。

過去２年間の主な取り組み
○３名のネイティブスピーカーの教員による授業の充実（JET２名、ALT１名）
○TGG（東京グローバルゲートウエイ）体験
○レシテーションコンテスト（歴史に残る名演説を暗唱）
○スピーチコンテスト（「総合的な探究の時間」の個人プロジェクトを英語でプレゼンテーション）
○ディベート講習会
○英検準会場および英検２次指導（希望者）
○GTEC受検
○海外のネイティブスピーカーの教員と一対一でオンライン英会話の授業（１学年５回、２学年５回）

今年度の新たな取り組み
○英検を学年全員が受験（東京都より助成金が給付されます）
○�放課後の「イングリッシュクラブ」の発足（ネイティブスピーカーの教
員と、外国の文化や英語について楽しく学びます）

成瀬で伸ばす英語力（外部検定試験で１年生から２年生にかけて 
大きく伸びた生徒上位20名のデータ。１年生を100とした場合）

その１　英語教育研究推進校（令和３年度より）

　理数に興味・関心をもつ生徒の裾野を拡大するとともに、優れた資質・能力をも
つ生徒の発掘とその才能を伸ばすため、本校は理数研究校に指定されています。文
系、理系の枠組みを超えた様々な企画を実施しています。中には東京都主催のもの
もありますが、ほとんどが成瀬高校オリジナルの企画です。生徒からの「ここに行っ
てみたい」や「あの人のお話を聞いてみたい」といったアイデアにも対応しています。

令和５年度の主な取り組み
○成瀬高校オリジナル企画
・チバニアン見学（バスツアー）
・筑波宇宙センター見学（バスツアー）
・栄養講習会～体づくりについて～（講演会）
・ブタ頭部解剖（実習）
・学習アプリ（講演会）
・コーヒーの科学（実験講習）
○大会
・科学の甲子園東京大会出場（東京都）
・超異分野学会出場（株式会社リバネス）
○高大連携
・東京都立大学生命科学科　高校生ゼミナール参加
・東京都立大学探究ゼミナール参加
・電気通信大学課題研究プログラム参加
・東京農工大学課題研究プログラム参加

その２　理数研究校
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リーディング リスニング ライティング スピーキング
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１年生 ２年生

レシテーションコンテストレシテーションコンテスト

Ｅnglish ClubＥnglish Club
スタートスタート JETの先生JETの先生

スピーチコンテストスピーチコンテスト

優勝者優勝者

生物臨海演習生物臨海演習 科学の甲子園科学の甲子園

チバニアンチバニアン

筑波宇宙センター筑波宇宙センター
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東京都指定３事業

東京都金融広報委員会指定

その３　海外学校間交流推進校

金融経済教育研究校
　昨年度より東京都金融広報委員会より「金融経済教育研究校」に指定されています。これは、金融・経済に関する正しい知識の習得、
金銭や物に対する健全な価値観の養成を目的として取り組みを進めるもので、公民科を中心にさまざまな教科・科目において教材
研究や授業実践を行っています。

公共の授業公共の授業

オーストラリアの高校とのオンライン交流オーストラリアの高校とのオンライン交流 成瀬高校での交流会 マレーシアの学生と成瀬高校での交流会 マレーシアの学生と

カランビン動物園にてカランビン動物園にて

オーストラリア　現地交流校にてオーストラリア　現地交流校にて

オーストラリアオーストラリア
現地交流校にて現地交流校にて

マレーシア訪問マレーシア訪問
 民族衣装を着て 民族衣装を着て

茶道部での活動茶道部での活動

公共の授業でのグループワーク公共の授業でのグループワーク 金融経済教育推進機構の生徒向けテキスト金融経済教育推進機構の生徒向けテキスト 教員向け金融教育研修会教員向け金融教育研修会

　文化祭、合唱祭、体育祭などいろいろな学校行
事に参加しました。とても素敵な思い出になりました！それだけ
ではなく、今、成瀬高校は積極的に国際交流活動に取り組んでい
て、マレーシア、オーストラリア、台湾の高校と交流し、コミュ
ニケーション力を向上させています。文化部も運動部も雰囲気が
とてもよくて、成高で毎日青春を謳歌しています！

長期留学生　高
こう

　嘉
か

彤
とう

（台湾　台北市立景美女子高級中学　参加部活動　茶道部・剣道部）

　オーストラリア研修旅行を軸として、校内でも様々な形の交
流を企画し、国際理解を深める取り組みを行っています。
令和５年度の主な取り組み
○オーストラリア研修旅行
○長期留学生受け入れ交流（台湾より）
○短期国際交流生徒受け入れ（マレーシアより）
○マレーシア大使館訪問
○海外高校生・国際ロータリークラブとのオンライン交流会
○東京都多文化共生海外派遣（マレーシアに４名派遣）

今年度の新たな取り組み
○東京都海外派遣研修（フランスに４名派遣）

来年度の新たな取り組み
○海外修学旅行再開（台湾）
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成瀬 BB！プロジェクト（総合的な探究の時間）

　成瀬高校では、令和２年度１学年から新学習指導要領の要となる「総合
的な探究の時間」を強力に推進しています。この一連の活動を『成瀬ＢＢ！
プロジェクト』と名付け、「つなぐ」を大きな柱として３年間の活動を行っ
ています。その過程で、予測困難な時代の様々な課題と正面から向き合い、
他者と協力してあらゆる可能性を探り、行動し、自らの手で未来を創造しよ
うと挑戦することのできる人材を育成することを目的としています。

１年「社会とつながるチームプロジェクト」

47期生　１年生ＢＢ!プロジェクト
１．成高キッズ英語塾開校ＰＪＴ（英語塾ＰＪＴ）
２．成高の魅力発信！成高編集部ＰＪＴ（編集部ＰＪＴ）
３．行きたい！住みたい！まちづくりＰＪＴ（まちＰＪＴ）
４．ＦＣ町田ゼルビアホームタウンＰＪＴ（ゼルビアＰＪＴ）
５．ＳＤＧｓルワンダ協力ＰＪＴ（ルワンダＰＪＴ）
６．「世界へ発信」広告クリエイトＰＪＴ（広告ＰＪＴ）

英語塾プロジェクト　「小学生が自然と英語を口にする授業づくり」
 46期　福滿  吉弥（町田市立南成瀬中学校卒業）

ゼルビアプロジェクト　「地域の方たちを招待してイベントを企画しよう」
 46期　吉田　翼（町田市立金井中学校卒業）

編集部プロジェクト　「雑誌『ＮＬＫ』から高校生のリアルに迫る！」
 46期　矢内　乃愛（八王子市立みなみ野中学校卒業）

まちプロジェクト　「思いを言葉にする力」
 46期　松江　葵（町田市立町田第一中学校卒業）

私のプロジェクトでは児童が自然と英語を口に
する授業を作ることを目的に活動しました。授業
を作るために試行錯誤や改善を繰り返すことが大
変でしたが、大学の教授のサポートなどのおかげ

で多くのメンバーが初めてだった授業づくりを楽しみながら完
成させることができました。２年生のマイプロジェクトも「一
所懸命」に取り組みたいと思います。

ＦＣ町田ゼルビアの練習場、三輪緑山ベースで
地域の方たちを招いてイベントを開催しました。
班に分かれて、実際に選手が日頃練習している天
然芝のグラウンドでサッカーボウリング、輪投げ、

射的などのブースを開催し、大盛況でした。地域のプロスポー
ツチームを通して探究力を磨く貴重な体験ができ、たくさんの
学びを得ることができました！

「高校生の実態を高校生目線で伝える」を目標に、
ペルソナや台割りなどを一から考えて雑誌『ＮＬＫ』
を作り上げました。取材もアポ取りから行い、実際
の企業のようでワクワクしました。情報が得やすく読

む人に納得してもらえる紙面を作るのは本当に大変でしたが、仲間
と試行錯誤を繰り返していく中で、完成への期待と完成後の達成
感を強く感じることができ、とてもよい経験になりました。

まちプロジェクトでは町田市の地域活性化を大
きな目標として掲げ、保育や交通など様々な面か
らアプローチしました。最初は自分の考えをうま
く伝えられなかったけれど、毎週の活動を通して

言語化能力が次第に身に付いてきました。難しい点もあります
が、物事を深く考えられ、やりがいのある活動です。一生懸命
取り組むと、とても楽しめます！

広告プロジェクト　「広告を通して学んだこと」
 46期　栁澤　ひより（町田市立南成瀬中学校卒業）

韓国のエンタメ情報サービスのポスターや成瀬
高校の紹介動画を作成しました。限られた文字数
でどれだけのことを伝えるか、伝えるためにはど
のようなことを工夫すべきかなど、各自が班のメ

ンバーと協力して取り組みました。講師の先生や同じプロジェ
クトのメンバーなど、多くの人と関わり合いながら様々なこと
を学べます！

ルワンダプロジェクト　「できる範囲の手助け」
 46期　赤坂　栞（八王子市立由井中学校卒業）

ルワンダプロジェクトでは、高校生である自分たち
にできることを考え、ポスターや絵本などを製作しま
した。探究をはじめると、自分にできることが思って
いたよりも少ないことがわかり、解決策を見つけるこ

とに苦労しました。でも、解決策を見出した後は、ルワンダ大使館
の方にも発表を聞いていただけるので、達成感がありました。また、
制作した絵本はルワンダの方に渡していただけました！

英語塾PTJ英語塾PTJルワンダのこどもたちへの日めくりカレンダールワンダのこどもたちへの日めくりカレンダーゼルビアPJTゼルビアPJT
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Messages from the Students

校　章 制　服

紺色のブレザー、ノーブルなチェック柄のボトムス、グリー
ンを基調にアースカラーを用いたリボン、ネクタイ

空に向かってのびやかに、たくましく枝をひろげる欅
けやき

の大樹。ダイヤをかたどった基台とともに、日々自ら
努力する大切さを表現しています。

「為せば成瀬」
　かつて「特徴がないことが特徴」と認識
されることもあったこの成瀬高校ですが、現在では英語教育、
理数研究、海外学校間での交流などを通してさまざま能力を
習得でき、成瀬高校ならではの経験を積むことができます。
　コロナ禍を経てニューノーマルな授業や、部活動の雰囲気
は活気に溢れており、充実した環境で有意義な高校生活を送
ることができます。生徒が主体となって企画や運営を行う体
育祭、文化祭などの学校行事（欅祭）では、授業とは異なる
学びがあり、楽しく活動する中で中学校とは一味違った体験
ができます。さまざまな活動を通して成長できるこの成瀬高校
で一生に一度だけの高校生活を謳歌しませんか？皆さんの入
学をお待ちしています！

「文化祭で味わおう！達成感！！」
　成瀬高校の大きな行事の中で、一般公
開が唯一許されている行事。それが文化祭です。普段の
学校生活とはガラッと変わった雰囲気や衣装で文化祭を
盛り上げます。成瀬高校では昨年度から飲食部門やお化け
屋敷なども復活し、コロナ禍以前の文化祭の活気を取り戻
しつつ、前年度よりもグレードアップすることを最終目
標として活動しています。文化本部では、文化祭の企画・
運営を生徒主体となって行っています。大変な仕事も多々
ありますが、達成感は人一倍味わえることでしょう。
　ぜひ成瀬高校に入学して、一緒に文化祭を盛り上げませ
んか。待っています！！

「七色、そして、地・水・光」
　成瀬高校の三大行事の一つである体育
祭は高校生活で最初に行われる行事です。コロナ禍を経
て、三団対抗から七団対抗という新しい形に変わりまし
た。ですが今年は、コロナ禍以前にかつての先輩方が残し
てくださった「地・水・光」の三団を、体育祭を盛り上げ
る目的で結成された「応援団」として復活させることがで
きました！応援団では対戦相手とも団結し、成高生全員で
体育祭を盛り上げていくことができます！
　体育祭本部では、全て生徒主体で企画から運営まで行っ
ています。高校生活の中でたった三回しかない体育祭を私
たちの力で素晴らしいものにしていきませんか？皆さん
のご入学を心よりお待ちしています！！

「絆を感じる合唱祭」
　成瀬高校では学年最後の行事として、
２月に合唱祭が開催されます。体育祭、
文化祭を経てクラスの仲が深まったところで合唱祭に臨
むので、クラスの一致団結や絆を特に感じることができま
す。
　私が１年生の時、合唱祭副委員長としての仕事とクラス
の練習の両立が難しく、クラスに迷惑をかけてしまうこ
とがありました。でも、クラスメイトは合唱祭委員会の活
動を応援してくれた上に、クラスの練習にも協力してくれ
ました。この時のクラスの温かい雰囲気は今でも心に残っ
ています。
　ぜひ皆さんも成瀬高校に入学して、心優しい先輩やクラ
スメイトと共に合唱祭を楽しんでください！

生徒会長　今福　栄志
（八王子市立第六中学校出身　天文部）

文化本部長　中村　友里愛
（町田市立鶴川中学校出身　クッキング部）

体育本部長　佐々木　果音
（町田市立忠生中学校出身　陸上競技部）

合唱祭委員長　森下　　華
（町田市立町田第一中学校出身　漫画・イラスト部）
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学校生活

１学年の参加行事を中心に

学校行事
　学校行事には大きく分けて、
進路学習（キャリア教育）に関
わる行事と、生徒会行事（欅祭
体育部門、欅祭文化部門、合
唱祭）があります。生徒会行事
はすべて生徒の実行委員会が企
画運営を行っています。

１学期

２学期

３学期

入学式

新入生歓迎会

生徒総会

欅祭体育部門（体育祭）

中間考査

ＴＧＧ体験

模擬試験

期末考査

夏期講習

部活動合宿※

長期留学生受け入れ

欅祭文化部門（文化祭）

探究ＤＡＹ

中間考査

模擬試験

生徒会役員選挙

修学旅行（２学年）

期末考査

冬期講習

合唱祭

進路ガイダンス

模擬試験

学年末考査

春期講習

海外研修旅行※

※希望者

45期生修学旅行（伊勢神宮）45期生修学旅行（伊勢神宮）45期生修学旅行（白川郷）45期生修学旅行（白川郷）

45期生修学旅行（白川郷自然学校）45期生修学旅行（白川郷自然学校）
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学校生活
部活動

部活動は、運動系14、文化系12、計26の団体が活動しています。

運動系
14

男子バレーボール部、女子バレーボール部、
男子バスケットボール部、女子バスケットボール部、
バドミントン部、硬式テニス部、ソフトテニス部、
水泳部、ダンス部、剣道部、サッカー部、
陸上競技部、卓球部、硬式野球部

文化系
12

吹奏楽部、ボランティア部、演劇部、美術部、
漫画イラスト部、茶道部、パソコン部、生物部、
天文部、クッキング部、競技かるた部、文芸部

成瀬高校ホームページ
部活動、生徒会
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授業公開　予約不要 当日受付

詳細については、本校ホームページをご覧ください。

今後の状況によって、予定は変更となる場合があります。ご了承ください。

学校説明会　事前予約制

個別相談会　事前予約制

欅
けやき

祭（文化部門）  予約不要 当日受付

学校見学会　事前予約制

授業の様子や、生徒の雰囲気を知っていただ
くことができます。

　■    ５月18日 土

　■    ６月  １日 土

　■  10月26日 土

　■  11月16日 土

本校の特色、卒業後の進路、入学者選抜等に
ついて学校から説明するとともに、生徒によ
る学校紹介、個別相談も行います。

　■  10月26日 土　　11：00～・14：00～

　■  11月16日 土　　11：00～・14：00～

受付時間　各回開始30分前より
※各回とも同じ内容です。

個別相談を受け付けます。

　■  12月 ７日 土　

　■    １月11日 土　

本校の文化祭です。
生徒達のエネルギーをご覧ください。

　■  ９月 ７日 土

　■  ９月 ８日 日

全体での学校説明と校内見学を行います。
開催日による内容の違いはありません。

　■  ７月 26日 金

　■  ７月 27日 土

　■  ８月 19日 月

　■  ８月 20日 火

八王子

橋　本 京王多摩センター

成城学園前

二子玉川

町　田

長津田

成　瀬 成瀬高校

バス11分  成瀬高校入口

北口よりバス10分
成瀬コミュニティセンター前

徒歩10分

東急田園都市線 急行18分

※乗り換え時間は含みません

小田急線 急行19分JR
横
浜
線

12分

14分

３分

３分

京王線 急行10分 至調布・新宿

至新宿

至渋谷

至東神奈川

ローソン

至横浜至町田

至町田

成瀬駅

北口

至町田街道

至成瀬台

相鉄ローゼン

セブンイレブン

成瀬コミュニティ
センター前

至
青
葉
台

成
瀬
街
道

成瀬高校入口

町田市成瀬
コミュニティセンター

きらぼし銀行

成瀬
高校

JR横浜線

恩田川

アクセスマップ 最寄り駅からの経路

東京都立成瀬高等学校
〒194-0044  東京都町田市成瀬7-4-1
TEL. 042-725-1533㈹　FAX. 042-724-1336
https://www.metro.ed.jp/naruse-h/

各日２回開催
  9：00～10：00
11：30～12：30


